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区分／年度 R1 R2 R3 R4 R5

農　業

新規学卒就業者 26（ 23） 22（ 20） 32（ 27） 22（ 17） 22（ 18）
Uターン就業者 20（  5） 11（  4） 16（  5） 16（  4） 13（ 10）
新 規 参 入 者 113（102） 114（109） 117（105） 104（ 91） 86（ 74）
小 計 159（130） 147（133） 165（137） 142（112） 121（102）

林　業

新規学卒就業者 11（ 11） 7（ 7） 6（ 5） 5（ 5） 9（ 9）
Uターン就業者 16（ 16） 13（ 13） 18（ 18） 6（ 6） 18（ 18）
新 規 参 入 者 10（ 10） 11（ 11） 12（ 12） 17（ 17） 7（ 7）
小 計 37（ 37） 31（ 31） 36（ 35） 28（ 28） 34（ 34）

漁　業

新規学卒就業者 10（ 10） 10（ 8） 8（ 7） 6（ 5） 15（ 13）
Uターン就業者 3（ 1） 6（ 2） 3（ 2） 5（ 0） 2（ 0）
新 規 参 入 者 29（ 14） 19（ 12） 29（ 19） 25（ 15） 13（ 10）
小 計 42（ 25） 35（ 22） 40（ 28） 36（ 20） 30（ 23）

合　　　　　　計 238（192） 213（186） 241（200） 206（160） 185（159）
農業、林業、漁業の（　）内の数字は、法人等への就職者数で内数。

　公益財団法人三重県農林水産支援センターは、農林漁業就業・就職フェアの開催や県外フェアへの出展、
農林漁業無料職業紹介所としての求人紹介、各種研修助成事業などを実施し、農林漁業への就業希望者の支
援を行っています。
　引き続き、県内だけでなく、県外からの移住希望者（ＵＩＪターン）を含む多くの新規就業希望者と農林
漁業事業体をマッチングできるように、今後も関係機関と連携し、就業・定着に向けた支援を続けていきます。

■新規就業者の年次別推移
　農林漁業への新規就業者は令和３年度に若干増加したものの、令和４年度は減少に転じました。令和５年
度については農業部門での減少が大きいという結果となりました。就業の内訳としては、法人等への就職に
より就業する方が依然として高い傾向にあります。 (人）

事業名 内容等 助成額等

1. 就業希望者確保事業

①就業・就職フェア

県内で農林漁業就業・就職フェアを開催し、関係団体
等と農林漁業における就業・就職希望者と求人をする
事業体とのマッチングの場を提供します。
また、県外における相談会の場に出展し、来場者に県
内求人情報等を提供します。

県内１回
県外３回程度

②就業・就職相談
無料職業紹介所を開設し、求人票を受け付けています。
ホームページ等で随時情報提供のうえ、就業・就職の
相談を行っています。

随時、面接・電話・オンライン・
Eメールに対応

③就業等促進
　研修事業

雇用契約していない50歳までの就業等希望者を対象
にした研修（1 ヶ月以上3 ヶ月以内）を実施する農林
漁業経営体に対して経費の一部を助成します。

【5名予定】

1 ヶ月30,000円/人
（研修助成額の中に研修生の障害保
険代を含む）

④農林漁業
　体験事業

50歳までの就業等希望者を対象にした体験（1日以上
6日以内）を実施する農林漁業経営体に対して経費の
一部を助成します。　　　　　　　　　　【10名予定】

１日5,000円/人
（体験助成額の中に体験者の障害保
険代を含む）

2. 新規就業者等定着化支援事業

①県域団体活動助成
農林漁業の担い手が県域で組織し、後継者育成・定着
のための支援・研鑽活動をおこなう団体に対し、会員
の資質向上につながる研修会等の事業費の一部を助成
します。

事業費の一部助成

②農林漁業青年
　全国大会等
　活動支援

農林漁業に従事する青年の組織等の活動において、技
術交換・交流・研鑚を目的に開催される広域的な大会・
会議等に出席し、発表や報告する者に対して、その経
費を助成します。

大会等参加経費の一部助成

3. 経営発展支援事業

①専門家派遣
林業経営体の経営の状況や課題を伺い、必要に応じて
税理士、社会保険労務士、中小企業診断士などの各種
専門家を派遣します。　　　 【予算内で２経営体予定】

農業・漁業に関しては、それぞれ
農業経営・就農支援事業、漁業の
担い手確保事業で対応します。

②�情報発信 「４Fプラザ」の発行、SNS等により県行政情報などを
提供します。

4. 市町等との担い手確保育成連携事業

市町等が行う、農林漁業へ就業を希望する青年等を確
保・育成するため実施する多様な支援事業の経費に対
し一定額の助成をします。　　　　　　  【5市町予定】

１市町等あたり上限20万円

5. 農林漁業人材獲得支援事業

県内外で開催される農林漁業のフェア等に求人を目的
として出展する経営体に対し、その出展等にかかる経
費の一部を助成します。　　　　　　【15経営体予定】

①�出展料の50％（上限20,000円、
１経営体１ブース）

②�旅費の50％（上限20,000円、
１経営体１人）

①②どちらか

令和７年度育成基金事業（計画）令和７年度育成基金事業（計画）

　三重県農林水産支援センターでは、次の５つの活動をとおして、就業・就職支援を行っています。

（１）農林漁業就業・就職フェアの開催
（２）県外就業フェア等への参加
（３）研修事業・体験事業の実施（一部費用助成）
（４）無料職業紹介所（厚生労働大臣の許可による）
（５）日常相談（来訪面談、電話等）

令和６年度就業・就職支援の概要令和６年度就業・就職支援の概要



2 3

（１）農林漁業就業・就職フェアの開催

（２）県外就業フェアへの参加

（３）体験事業の実施

（４）無料職業紹介所

（５）日常相談（来訪面談、電話等）

　農林漁業就業・就職フェアは、農業・林業・漁業に関連する多くの関係機関の支援のもと、三重県の農林
漁業に就業・就職を希望する者や県外からの移住希望者（ＵＩＪターン）を広く呼集し、受け入れを希望す
る事業者とのマッチングや、情報提供、相談の場として開催しています。
　令和６年度は、令和６年７月13日（土）に津市の三重県総合文化センターで開催し、46の事業者や関係
機関がブースを設け、就業・就職希望者と面談をしました。その後、実際に事業者を訪問、見学等をされた
方のうち、４名の方が就職されました。

　全国の自治体、関係団体、求人事業者が参加する、都市圏で開催される就業フェアへ参加し、三重県の農
林漁業の特徴や研修の受け入れ体制、県や市町の支援の紹介等を行いました。
　また、新たな取り組みとして、県外でイベントを開催する県や市と連携し、就農相談会も開催しました。
　相談内容としては、移住して新規就農するために全国レベルで就農先を探している方のほか、三重県の実
家の農地の活用について検討されている方の相談などがありました。

　農林漁業を始めたい、関係事業体で働きたい意欲のある人が、実際の農林漁業を体
験し、基本的な知識や技術を習得することを目的として実施し、１日～６日の体験を
受入れた農林漁業経営体に対し、経費の一部を助成しました。
　体験者13人のうち４人が就業となりました。

　当支援センターは、平成21年２月１日付けで厚生労働大臣の許可（許可番号２４－ム－３００００１）を
受け、三重県内の農林漁業に就業・就職を希望する者を、雇用を希望する事業体へ紹介する無料職業紹介事
業を実施しています。相談窓口の設置や、求人情報のホームページ掲載、求職者への随時の情報提供を行っ
ています。
　令和６年度は、求職者からの問い合わせがあったものの、希望に合う求人がなく、応募には至りませんで
した。
　今後も年間を通して求人情報の提供を行っていきますので、求人される際は、当センターへ求人情報のご
提供をお願い致します。

　農林漁業の就業・就職相談窓口として来訪面談や電話、Ｅメールで随時相談対応を行いました。
　令和６年度は、前年度からの継続相談のほか、新たに農業23人、漁業１人の方の相談対応を行いました。
うち、８人については県と連携をとり、さらに新規就業へ向けて相談を進めています。

農　　業 林　　業 漁　　業 県･市町･団体 合　　計
13（６） 9（３） 2（２） 22（１） 46（12）

農　　業 林　　業 漁　　業 農林漁業　計 実人数 うち、就業者数
99回 20回 29回 148回 111人 8人

農　　業 林　　業 漁　　業 農林漁合計 市町・団体 実人数 就業者
38件 20件 14件 72件 51件 52人 4人

種　別 参加回数 延べ対応回数 実人数 備　　　　　　考
農業 5回 26回 26人 東京１回、大阪１回、名古屋３回

種　別 人　数 体験受入経営体

漁　業 13人
城山勇人（志摩市）、井上真珠（志摩市）、
有限会社正徳丸（紀北町）、長栄丸（大紀町）、
有限会社恵洋水産（熊野市）

■出展事業者等数

■相談実績

　　（事業者等数）

　　（のべ件数）

※（　）は情報提供のみの事業者等数（外数）

※上記集計の対象は、住所等連絡先の情報提供を受けた相談者のみとし、延べ対応回数を表示

■就業・就職相談件数

　令和６年度は実人数111人の方に延べ148回の相談等の対応を行いました。うち７名の方が就業・就職に
至りました。

定置網漁業の体験

（６）その他
■県域団体活動助成事業
　農林漁業の担い手が県域で組織し、後継者育成・定着のための支援・研鑚活
動を行なう団体に対し、会員の資質向上につながる研修会等の事業費の一部を
助成しました。
　・三重県青少年クラブ連絡協議会　・ＪＡ三重青年部
　・三重県青年農業士連絡協議会　　・ＪＡみえ女性連絡会議
　・三重県指導農業士連絡協議会　　・三重県国際農業者交流協会
　・三重県農村女性アドバイザー　　・三重県漁業士会
　　ネットワーク　　　　　　　　　・三重県農業教育振興会

■農林漁業青年全国大会等活動支援
　農林漁業に従事する青年の組織等の活動において、技術交換・交流・研鑚を目的に開催される広域的な大会・
会議等に出席し、発表や報告する者に対して、その経費の一部を助成しました。
　・ ＪＡ三重青年部 ＪＡ東海北陸青年大会、ＪＡ全国青年大会

■市町等との担い手確保育成連携事業
　市町等が行う、農林漁業へ就業を希望する青年等を確保・育成するための、各地域の実情に応じた事業へ
の支援を行いました。
　・ 玉城町　助成対象事業 ： 「～玉城版農業大学～おもしろいぞ！“さくもつ”の作り方」全５回の講義
　・ 熊野市　助成対象事業 ： 先輩農業者のもとでの研修、農業経営学習会「農業経営にかかる基礎知識」
　・ 御浜町　助成対象事業 ： 「新規就農者等へのかんきつ栽培にかかる専門知識の提供」全18回の講座

三重県農業教育振興会
ファームステイ研修の様子


